
知床博物館ニュースレター No. 376

タンネウシ 月号

タンネウシはア
イヌ 語 で「長
い・木 の・群
生しているとこ
ろ」。博物館付
近の地名です

ロビー展 北方民族博物館移動展
「暖かい」だけじゃない！

毛皮と北方民族の多彩な関係
　北方地域の諸民族は、衣類を始
めとするさまざまな生活必需品の素

材として動物の毛皮を活用してきま

した。また、美しい動物の毛皮は、

他地域の交易品としても重要でし

た。本展示では、北方地域の代表

的な動物とその毛皮を取り上げ、

それらがどのように活用されてきた

のか、実物資料とともに紹介します

▶会期：4月19日(水)～5月21日(日)
▶場所：交流記念館ホール※ロビー
展のみの観覧は無料です。

博物館講座
春の星座観察会

　春の夜空の主役は、星座の中で

一番有名なおおくま座の北斗七星で

す。北斗七星のひしゃくの柄から牛

かい座、おとめ座につながる「春の

大曲線」を探してみましょう。また、

ヘルクレス座の球状星団も天体望遠

鏡で観察します。西の空にはオリオ

ン座などの冬の星座も見ることがで

きます▶日時：4月28（金）19：30
～ 20：30※悪天候の場合は29日

（土）、30日（日）に延期▶講師：合

地学芸員▶参加費：無料▶申込：

必要

収蔵資料展示
端午の節句「五月人形」

　子どもの健康と成長を願う端午の
節句。大正から昭和の武者人形，

弓太刀や三宝揃などを展示します

施設公開
農業資料等収蔵施設の一般公開

（春期）
　博物館では、旧朱円小学校校舎

を活用して農業資料や民俗資料を

移転収蔵しています。これまで紹

介できなかったこれらの収蔵品を

公開します。また、蓄音器や真空

管ステレオの展示や SP 盤レコード

などを実際に鑑賞できる音響機械

展も開催予定ですので、この機会

にぜひご観覧ください▶期間：5

月 6日 ( 土 ) ～ 5 月 14 日（日）（月

曜日は休館です。）▶公開時間　9:30

～ 16:30▶場所：斜里町農業資料等

収蔵施設（旧朱円小学校）

※期間中は、ミュージアムショップ

も開催いたします。

〈 募集中 〉
　音響機械展の開催に向け、真空

管式アンプやスピーカー等の機器

および製品、アーティストのポス

ター等を寄贈またはお貸しいただ

ける方を募集します。（担当：阿部

まで）

レポート
蜃気楼・幻氷カフェ

　3月16日より開催されているロ

ビー展「蜃気楼・幻氷写真展　～蜃

気楼ハンター星弘之の世界　vol.2」

に先駆けて、3月15日に「蜃気楼・

幻氷カフェ」を開催しました。

　3年ぶりの開催となったミュージア

ムカフェでは、講演会よりも少しカ

ジュアルに、講師と参加者がお茶を飲

みながらテーマについて語らいます。

　今回のカフェ、講師は各地で蜃気

楼を撮影し続けてきた写真家の星弘

之さんと、知床博物館の勤務経験も

ある苫小牧在住の佐藤トモ子さん。

気象予報士でもある佐藤さんからは、

幻氷等について科学的見地から解説

いただき、日本全国の蜃気楼をめぐ

る動きをご紹介いただきました。福

島県出身の星さんは、会津藩と斜里

の意外な関係についてのお話、各地

で撮影された幻想的な蜃気楼・幻氷

の写真や映像をご紹介くださいまし

た。身近な場所での不思議な風景、蜃

気楼・幻氷の魅力にすっかり引き込ま

れる時間となりました。

休館日　4月3日、10日、17日、
24日（月）

▶日時：4月5日（水）
～5月 7日（日）▶場
所：博物館本館受付

前▶観覧料：無料

ヘラジカの革製ミトン

カフェの様子


